
PinkVERIFY™は、カナダのPink Elephant社が1998年から提供している歴史のある認定制度であり、ITサー
ビスマネジメントツールがITIL®を実現する機能を実装していることを認定しています。現在、ITIL 4の認定対
象はワールドワイドで8製品ありますが、国産としては初めてSenju/SMが認定を取得しました。

今回「インシデント管理」「問題管理」「変更コントロール」「リリース管理」の4つのプラクティスについて認証を
取得しています。認定されるには、約100個の審査項目を全てクリアする必要があります。

審査では、ITIL 4で求められる機能要求に対して、ツールの機能説明→デモ→ドキュメント確認を繰り返し
ます。ITIL V3と比較すると、「更なる自動化」「速い判断をサポートする分析・レポート」「コミュニケーションを
効率化する外部連携」 等が特徴的な
ポイントになります。

残念ながら「サービスリクエスト管理」について
はクリアできない審査項目があり認証取得
に至りませんでしたが、現在追加機能を
開発しており再挑戦する予定です。
追加取得できましたら改めて報告いたします。

Senju Family だより
Autumn 2021

 HDIアカデミー(日本)、および Support World Live(米国)に出展

 国産製品で初めてPinkVERIFY™ITIL4の認証を取得しました

【プレスリリースサイト】 https://www.nri.com/jp/news/info/cc/lst/2021/0928_1

【HDIアカデミー(日本)サイト】 https://academy2021.hdi-japan.com/
【Support World Live(米国)サイト】 https://www.hdiconference.com/

サポートサービス業界の一大イベントであるHDIアカデミー
/KCSアカデミーに出展します。コロナ対策を行い、オンサイ
トとオンラインのハイブリッド開催となります。ご参加の際
はNRIブースにお立ち寄りください。

また、米国オーランドで開催される HDI主催 Support
World Liveにも出展します。Senjuのグローバル展開にも
ご注目ください。

10月20～22日新宿京王プラザホテル およびオンライン
11月 6 ~ 11 日米国オーランド およびオンライン



お問合せ先：Senjuインフォメーションセンター
Tel：0120-736-580 Mail：senjuinfo＠nri.co.jp
Web：https://senjufamily.nri.co.jp

※この冊子に記載された会社名、製品・サービス名はそれぞれ各社の商標もしくは登録商標です。
※この冊子に記載された内容は2021年10月現在のものであり、当社は予告なく製品・サービスの仕様・価格を変更し、また提供・販売を中止することがありますことをご了承願います。

【詳細・お申込みはこちら】 https://senjufamily.nri.co.jp/event/
日程・内容は変更されることがありますことをご了承願います。

 各種イベント開催のご案内

マルチクラウドの利用が広がる中で、複数のクラウドの
統合管理に頭を悩ませる企業が増えています。企業
がクラウドサービスプロバイダーに支払う利用料のうち、
40~50% が削減できるとも言われています。

本資料では、マルチクラウドにおける適切な可視化や
コスト削減が難しい要因を解説し、mPLAT/Clouday
よるマルチクラウド横断での利用教協可視化によるコ
スト削減と統制強化方法を紹介しています。

NRI社内の一部署だけで月額200万円のコストを削
減した事例や、某金融機関において約200のAWSア
カウントやシステムからのメトリックスを統合管理した例、
利用部門向けの請求管理サービスの構築例なども紹
介しています。

 マルチクラウド横断で可視化、統制強化とコスト削減へ

【ダウンロードサイト】 https://senjufamily.nri.co.jp/library/index.html

• システム運用改善事例セミナー
• システム運用の標準化・自動化セミナー
• Senju/SM オンライン ハンズオンセミナー
• Senju/DC オンライン ハンズオンセミナー

10/13、11/10、12/8 11:00~12:00
10/27、11/24、12/22 11:00~12:00
10/7、 11/4、12/2 13:30~15:30
10/21、11/18、12/16 09:30~15:00

コロナ禍以降これまでにウェビナーを約50回開催し、約1000名の方々にご参加いただきました。改めて
お礼申し上げます。アンケート等を参考にさせて頂き、10月以降は皆様の興味関心が高い「他社事
例」と「標準化・自動化」にテーマをしぼって開催してまいります。引き続きセミナーへのご参加もよろしく
お願いいたします。
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